
 

 

 

 

< 建築・設備施工管理ＣＰＤ制度について > 

講 師：一般財団法人 建設業振興基金 試験管理・講習部 

      研究次長 髙𣘺 光明 氏 

日 時：令和 4年 11月 22日(火) 出席者：担当委員会／技術・人材委員６名  

場 所：建設業センター 3階 305会議室 

報告者：事務局 

    

  今年度の「経営研修会」は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、遠方の方や 

開催日に都合のつかない方にも受講の機会を提供するために、当日は ZOOM配信にして、 

その模様を後日、当協会のホームページ内の会員専用ページに掲載することとしました。 

 今回のテーマは、CPD制度です。この制度は、資格を持った技術者の自己研鑽を促し、 

それが客観的評価となります。また、経営事項審査点の加点対象となり総合評価落札方式 

においてはメリットがありますが、制度の周知・理解が進んでいないため、今回取り上げ 

ました。 

 研修会を終えて ZOOM出席された会員の皆さんにアンケートを行った結果、既に CPD 

の取得に向けて準備を進めている企業もいらっしゃるようでしたが、大半が制度について 

難しいという前評判などがあるため、今回詳しい説明を聞いて制度の流れなども分かり、 

理解を深めることができ勉強になったとの好評価をいただいております。 

 また、今後の経営研修会で取り上げてほしいテーマなどもあげていただいておりますの 

で、技術・人材委員会でまたよく検討し、次年度の当研修会の開催に活かしたいと思って 

おります。当日、ZOOM視聴いただいた皆様、ありがとうございました。 

 

 

                        

制度についての説明をする髙𣘺講師 講義に使用した資料（これは一部です）。 


